
兵庫県立大学・環境人間学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４５０６

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

児童養護施設における高齢者の教育支援活動が児童と高齢者の心身の健康に及ぼす影響

The educational support program for the children in a child welfare institution 
offered by the senior volunteers and its influence on their mental and physical 
health

５０２１３４４２研究者番号：

内田　勇人（Uchida, Hayato）

研究期間：

１５Ｋ０１６８７

平成 年 月 日現在３０   ５   ７

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）： およそ２年間にわたる計４回の調査を通して、高齢者（３名）との交流が児童養護
施設入所児童（小学１年生から中学１年生。37名）の高齢者の年齢イメージの形成に役立ち、高齢者イメージを
ポジティブな方向へ変化させていたことが示唆された。学校生活の中の友人との関係においても望ましい変化が
看取され、児童養護施設入所児童に対する高齢者ボランティアによる教育支援活動は入所児童に対して有意な効
果を及ぼすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We discussed the educational support program supported by the senior 
volunteers for the children living in a child welfare institution and clarified its influence on 
their mental and physical health. Thirty-seven children (age range 6-13) who live in a child welfare
 institution in Hyogo Prefecture, the western part of Japan. In a longitudinal survey that we 
performed between February 2016 and November 2017, we inquired children about the effects of the 
program and their images of the elderly. The images of the elderly in the items such as “warm” 
significantly improved (P<0.05). The score of “support for friends” was also significantly 
improved in children living in the institution　(P<0.05). These findings suggested that the 
implementation of the program supported by the elderly possibly improves the institutionalized 
children’s images of the elderly including warm and the relationships between their friends and 
participants of this study.

研究分野：健康教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現在、虐待や何らかの障害が理由となって
児童養護施設へ入所する児童が増加してお
り、心身の健全な発達の阻害が危惧されてい
る。その一方で、平均寿命が女性は 86 歳、
男性は 80 歳を超える高齢社会を迎えている
にもかかわらず、高齢者が生きがいを持って
働いたり、活動できる場は必ずしも多いとは
言えず、高齢者が社会参加する場・生きがい
の場の減少が指摘されている。本研究は、こ
れら両課題の解決を目指すものである。高齢
者による児童養護施設入所児童への種々の
教育支援活動（宿題支援、苦手な科目への対
応、遊び・レクリエーション等）が、両者の
心身の健康に及ぼす影響について明らかに
することを目的とする。 
平成 25 年に報告された厚生労働省の調査
結果をみると、児童養護施設入所児童は
28,831人となっている。入所児童の特徴とし
て、虐待を受けた子どもは 53.4％、何らかの
障害を持つ子どもが 23.4％と増えており、多
方面からのケアの必要性が指摘されている。
児童の平均年齢は、10.6 歳であり、心身の発
達が顕著な時期を施設にて過ごしている。施
設職員の献身的なケアが施されている一方
で、子どもの心身の健康に及ぼす影響が危惧
されている。一方、我が国は世界に例を見な
い速さで高齢化が進行しており、高齢者の心
身の健康をいかにして保持し増進させるか
が喫緊の課題となっている（内閣府 2014）。
元気で活発な生活を送る高齢者が数多くみ
られる一方で、家の中で趣味に講じたり、
種々の活動をする高齢者が多いのが実情で
ある。家の中での活動が多くなることで、社
会とのつながりが希薄になり、生きがいを喪
失し、心身の健康に負の影響を及ぼすことが
危惧されている。 
養護を必要とする児童の増加、及び高齢者
における社会との繋がりの希薄化の両問題
に対して、早期に有効な方策を立案・実施す
ることが喫緊の課題として指摘されている。 
児童養護施設は、保護者のない児童や保護
者に監護させることが適当でない児童に対
し、安定した生活環境を整えるとともに、生
活指導、学習指導、家庭環境の調整等を行い
つつ養育を行い、児童の心身の健やかな成長
とその自立を支援する機能を持つ。社会的養
護が必要な子どもを、できる限り家庭的な環
境で、安定した人間関係の下で育てることが
できるよう、施設のケア単位の小規模化やグ
ループホーム化などが推進されている。入所
児童の平均年齢は 10 歳前後であり、心身の
発達が著しい時期を施設で生活している。児
童養護施設では施設職員の献身的なケアが
施され、入所児童の心のケア、家庭復帰をめ
ざした環境の調整等が行われているが、財政
的な制約の中で限られた職員数による養護
の困難さも指摘されている。 
我が国は世界に例を見ない速さで高齢化
が進行しており、高齢者の心身の健康をいか

にして保持し増進させるかが喫緊の課題と
なっている（内閣府 2014）。健康寿命の延伸
を目的として、要介護化を防ぐ施策が進めら
れている一方で、元気で活発な生活を送る高
齢者が数多くみられ、高齢者が生きがいを持
って働き、活動できる場の創造が益々重要視
されている。 
高齢者の生きがい創造の場・自己実現の場
として、社会的に益々養護を必要とする児童
養護施設入所児童と高齢者が教育支援活動
を通じて関わりを有していくことは、双方へ
有為な影響を及ぼすことが期待される。先行
研究をみても、高齢者による教育支援が入所
児童へいかなる影響を及ぼすのかについて
明らかにした研究はわずかにみられるのみ
であり、特に彼らの心身の健康にいかなる影
響を及ぼすのかについては、ほとんど研究が
行われていない。国外においても同様であり、
高齢者が小学校教育へ参加することの意義
を明らかにした研究として、アメリカ合衆国
やイギリス等における「Experience CorpsR
プロジェクト」研究（Linda P. Fried et al，
Journal of Urban Health, 2004～2008 に続
けて論文を発表）がある一方で、施設におい
て養護を受けている児童と高齢者の交流が、
彼らの心身の機能にいかなる影響を及ぼし
得るかについて明らかにした研究はみられ
ない。すなわち、国内外ともに未だ十分な知
見が得られていない現状から、緊急度が極め
て高い先進的研究と位置づけられると考え
る。 
 
２．研究の目的 
このような背景のもと、本研究では主に以
下のことを明らかにすることを目的とする。 
1) 入所児童が高齢者と定期的に教育支援を
受けることにより、子どもの側の日常生活行
動、施設での生活、先生との関係、友人との
関係、ライフイベントに対するストレス度、
精神的健康度がいかなる変化を示すかにつ
いて明らかにする。 
2) 両者への影響を明らかにし、早期に実施可
能な方策を考案・立案する。 
 
３．研究の方法 
研究参加者として、A 児童養護施設に入所
する小学１年生から中学１年生までの児童
生徒 37 名(男子 21 名、女子 16 名)、地域の
高齢者ボランティア３名(男性 2 名：67 歳、
79 歳、女性 1名：69 歳)を選んだ。調査内容
は、「基本属性(学年、年齢、性別、氏名)」「高
齢者に対するイメージ」「学校生活」「不定愁
訴」「自己効力感」「学校環境適応感尺度」を
選択し、自記式アンケート調査法により回答
を求めた。 
イ メ ー ジ 調 査 に は 、 Semantic  
Differential 法（意味微分法、以下 SD 法と
略す）による尺度を用いた。SD 法とは、いく
つかの相反する形容詞を対語にして、多段階
評定する尺度であり、被験者が刺激概念（コ



ンセプト）に対して抱いているイメージを数
量的・操作的に測定することができる。もと
もと、言語の意味（情緒的意味）の測定法と
して開発されたが、今日では、イメージの測
定法として広く利用されている。 
学校生活を中心とした質問には「いつも喜
んで、クラスの人と協力できますか。」「助け
てほしがっている人がいれば、いつもその人
を助けますか。」「助けてほしがっている人が
いれば、いつもその人を助けますか。」「年上
の人には、いつもれいぎ正しくしています
か。」「自分の失敗を、時々、人のせいにしま
すか。」「いつも部屋の整理整とんには気をつ
けていますか。」の 5項目を選択した。 
不定愁訴に関する質問には、「おなかが痛
くなる」「食欲がない」「はきそうになる」「げ
りをする」「息苦しくなる」「からだがだるい」
「立ちくらみをおこす」「朝、しんどい」「自
動車に乗ると気分が悪くなる(2回の乗車で1
回以上ある)」「頭が痛くなる」「夜、ねむり
にくい」「目がつかれる」「肩がこる」「手や
足が痛くなる」の 14 項目について 1週間に 1
回以上あるかないかの回答を求めた。 
自己効力感に関する質問には、「何か計画
するときには、その計画が必ず実現できると
思う。」「しなければならないことがあるのに、
なかなかとりかかれない。」「失敗しても、最
後までやりとげることができる。」「大切な目
標があっても、なかなか実行できない。」「最
後までやりとげる前にあきらめてしまうこ
とが多い。」「面倒なことでも、しなければな
らないことならやりとげるまで頑張る。」「何
かしようと決めると、すぐそれにとりかか
る。」「新しく勉強しようとすることが難しそ
うだと、はじめからやろうしない。」「失敗す
ると、よけいにやる気がおきる。」「物事がや
りとげられるかどうか、心配である。」「他 
人には頼りたくない。」の 11 項目について
「非常によくあてはまる」「かなりあてはま
る」「どちらでもない」「ほとんどあてはまら
ない」「まったくあてはまらない」の 5 件法
で回答を求め、5 点から 1 点を与え、3 点を
中立点とした。各項目の得点が高いほど一般
的に肯定的なイメージを表す。 
学校環境適応感の調査には、アセス
(ASSESS:Adaption Scale for School 
Environments on Six Spheres)による尺度（34
項目）を用いた。34 項目は「生活満足感」「教
師サポート」「友人サポート」「向社会的スキ
ル」「非侵害的関係」「学習的適応」の 5つの
下位尺度に分けることができる。 
分析方法として、計４回の調査の間で２元
配置分散分析、ｔ検定(対応あり)、カイ 2乗
検定、マクネマー検定(McNemar)を用いた。
統計学的有意水準は 5%未満に設定し、データ
の分析には IBM SPSS Statistics 24 を用い
た。調査は平成 28 年 2月（第１回）、平成 28
年 4月（第２回）、平成 28 年 9月（第３回）、
平成 29年 11月（第４回）の合計 4回行った。 
 

４．研究成果 
１）１年間の変化 
 研究参加者として、兵庫県 A市の A児童養
護施設に入所する小学 1年生から 6年生まで
の児童 24 名(男子 12 名、女子 12 名。9.3±
1.8 歳、以下入所児童)、対照群として A小学
校 3 年生から 6 年生 67 名(男子 29 名、女子
38 名。10.0±1.2 歳)を選んだ。高齢者は同
市に在住する男性 3 名(79 歳、75 歳、65 歳)
であった。教育支援の内容は、1 週間に 3 回
の頻度で小学校の担任より出された宿題を
適宜補助した。調査内容として、児童に対し
ては「性別」「学年」「アセス（学校環境適応
感尺度）」「不定愁訴（14 項目）」を選択した。
入所児童にのみ「自己効力感」等に関する項
目を選び、それぞれ聞き取りアンケート形式
により調査を行った。調査は 2016 年 1 月下
旬と 3月中旬から 4月の 2回実施した。高齢
者に対しては、「教育支援に関する感想・気
づき」について、個別インタビューを行った。
分析方法は平均値の差は対応あり、もしくは
対応なしのｔ検定、頻度の差はχ2 検定、
McNemar 検定をそれぞれ用いて統計学的有意
性（p＜0.05）を検証した。教育支援前後に
おけるアセス総得点、項目別得点を比較した
ところ、対照群においては有意差がみられな
かったが、入所児童群においてはアセスの総
得点（p＜0.05）、「授業がよくわかるように
なった」「元気がないとき友だちはすぐ気づ
いて声をかけてくれた」の各項目得点（各 p
＜0.05）、および自己効力感の中の「何かし
ようと決めるとすぐそれに取り掛かる」の得
点（p＜0.01）が有意に高まっていた。高齢
者ボランティアによる児童養護施設入所児
童への教育支援は、入所児童の学校環境適応
感全体、中でも学習面や友人との関係、およ
び自己効力感の一部にポジティブな影響を
与えることが示唆された。 
 
２）２年間の変化 
研究参加者として、A 児童養護施設に入所
する小学１年生から中学１年生までの児童
生徒 37 名(男子 21 名、女子 16 名)、地域 
の高齢者ボランティア３名(男性 2 名：67
歳、79 歳、女性 1名：69 歳)を選んだ。一般
的な高齢者に対する年齢イメージは、第１回
目と初期と比較して３回目(7 カ月後)、４回
目(21 カ月後)に有意に上昇していた。②高齢
者に対する「温かい」イメージ得点は、第１
回目と比較して第２回目(２カ月後)に有意
な差がみられた。その他の項目では有意な差
はみられなかったものの、「親切」「やさしい」
の得点が上昇傾向にあった。③学校環境適応
感においては、「友人サポート」得点が第２
回目と第３回目と比較して第４回目に有意
に上昇していた。およそ２年間にわたる計４
回の調査を通して、高齢者との交流が児童養
護施設入所児童の高齢者の年齢イメージの
形成に役立ち、高齢者イメージをポジティブ
な方向へ変化させていたことが示唆された。



学校生活の中の友人との関係においても望
ましい変化が看取され、児童養護施設入所児
童に対する高齢者ボランティアによる教育
支援活動は入所児童に対して有意な効果を
及ぼすことが示唆された。 
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